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✦・⼈⼝増加に伴う⾷料需要への安定供給
✦・持続可能な種苗養殖技術の基盤構築
✦・天然資源に依存しない完全養殖への貢献
✦・希少種や絶滅危惧種の遺伝資源保存

養殖業の⼤⾰命︕︖
遠縁種間借腹⽣産における
卵形成の実現に向けた研究︕︕
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借腹⽣産とは︖
→ホストを介してドナー由来の配偶⼦（卵や精⼦）を得る技術

ドナー⽣殖幹細胞（精⼦や卵のもととなる細胞）
をホスト⿂種に移植

移植

キングサーモンの卵

キングサーモンの精⼦

キングサーモン(ドナー) ⽣殖細胞を⽋損させた
ニジマス（ホスト）

ホストとドナーの組み合わせを変えることで、
飼育スペースの短縮や配偶⼦⽣産の効率化に期待出来る︕︕

引⽤) Yoshizaki et al. Science Advance (2024)

この技術の課題
→ホストとドナーの種が遠くなると卵形成が起こらない

近縁種間では卵も精⼦も⽣産可能︕ 遠縁種間では卵形成が起こらない...
卵形成は、卵⺟細胞と⽣殖腺の相互作⽤や

肝臓で合成される卵⻩前駆タンパク質(Vtg)の取り込みが重要
→これらの不適合により卵形成が起こらない︖

本研究のアプローチ
ホストの⽣殖腺と肝臓をドナー細胞で再構成することで
遠縁種間借腹⽣産における卵不形成の原因を究明する

①肝臓や⽣殖腺形成に必須な遺伝⼦のノックダウン/ノックアウトにより
ホストの肝臓と⽣殖腺を⽋損させる

②肝臓と⽣殖腺を⽋損したホストの胞胚(発⽣が進⾏した受精卵)に
ドナー種由来の細胞を移植し、肝臓と⽣殖腺の再構成を⾏う

細胞移植

ドナー種 ホスト

←

※CRISPER-Cas13d or Cas9
を⽤いた標的遺伝⼦のKD/KO

肝臓 ⽣殖腺

肝臓/⽣殖腺キメラ

ドナー卵⺟細胞とホスト⽣殖腺の不適合
→ Vtg受容体が局在しない（Vtgも不⼀致）

＝ Vtgが取り込まれず、卵形成が起こらない︖
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肝臓とホスト⽣殖腺をドナー種の細胞で再構成
→ Vtg受容体が局在 & Vtgの⼀致

＝ Vtgが取り込まれ、卵形成が起こるのでは︖
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